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１．はじめに　




　2016 年 12 月 10 日現在、東日本大震災での死者






























2011 年 5 月　　基金「折り鶴ネットワーク」注１）
設立。事務局として参加協力










ナー注２）（2011 年 10 月　仙台市開
催）打ち合わせ
2011 年 8 月＊　 いのちを見つめる林間学校注３）プ
松本短期大学研究紀要 75
要旨






















2011 年 10 月　 第 5 回東アジアグリーフケアセミ
ナー開催 (仙台医師会館 )





の会 ｣｢ 陽だまりの会 ｣ 発足に参加
および協力
武田康男講演「人生の贈り物」






















被害者遺族の会 ｢ 虹 ｣ の方のお話、
交流会






























2016 年 3 月　　フォーラム「東日本大震災から学
ぶべきもの」参加。大川小学校慰霊


















































































































































































































































る会、犯罪被害者遺族の会 ｢ 虹 ｣、子どもを亡くし
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